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り有効である 先週，ベル ト スがサン卜ルソで講潰をしたときに，こ
れまでの配憶の畏期記憶短期記憶手陣き記憶とい2うだけの分et方は
もしかしたら十分ではなく，古いカテゴライズになってきているのでは
ないかといラ冨署していた
ペイトソンが 『学習といラのは差異的認掛から始まるJと曹っている
ようにまさにそれが基本にあって，そういった置鳴で患者に現在の符
為と損傷前白行為を比粧してもらっている
したがってe 差異によって再組崎化される その再組崎化というも憧
常部分の代償という置時の再組醐化ではなくて，損傷されてしまった
部分の組輔化である それはもちろん脳の可塑性であるとか，新しい
シナプスの新生であるとか，コネクシヨンであると泊、'あるいは新し
い細胞白誕生を助けるとか，そういった野での事組輔化害行為閉塞比
較するζ とによって促していきたい
く西J〉行為能力の古曾玉〉
q伝統的なリハビリでは，欠けているものを劃り出して過去の櫨常技態に
産すといラ考え方が基本となっている しかし，この 「比較Jといラこと
をやる隈り，新たな経験に踏み出させるという聖里の方がはるかに強く
なっているのではないかという印象を聖ける つまり，欠けたものをつけ
たして元に産すといラよりは， 新たに経験的広がりを掛っていく，そして，
f創尭」や f自己組醐化Jをやらせて塵者自身の経験のあり方在置えてい
くというふラなとζろに力点が吉ているよラに理解できる
A 私たちは噛舵的代償ではなく，脳が損傷した桂白樺々な「知るブロヤ
ス」であるとか 「学習プロセス」 を通って，再組輔化在行っていくのを
刺謹していく，促進していくといラリハビリテ ションを目指している
当然.損傷があると，その聞に抑制が働くわけだが，そのあとにしばら
く縫った時点で健常な部分というのは過興奮白状監に入って，揖題して.
揖なわれている部分を代償しょラとする しかし己れはあくまでも生物
学的にいって 宜的な措置であり，それよりもそういったものを活閉し
てしまうのではなくて，無祖してでも組輔化を図るべきだと且っている
c-;-てエ一、
行為由自動化は認知神経リハピリテーシヨンのみならず，リハピリ
子 ション界全体における課題でもある また，健常杖盤への国揮を
目指してφ 欠けたとζ与を付け足す形式では根界があるζともセラピ
ストの多〈は感じていると且われる
この艶年の聞に，認知神経リハにおいて r行;0，閣比鞍Jという新た
なE聞がみられた 運動ではなく行為を「比粧するj ζとを芋がかり
として，過去白行為(経験)由記憶を活用することや患者が自ら選択
肢に直面することを繰りかえすうおに，神経システムが再構成され行
泌を創発するよラな課題の設定が重要となる
行;0，の記憶や神経系の都制も吉めたメカニズムに関しては，引き続
き今佳の課題とする
